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遺伝子異常に基づく
差別等不当な扱いの
可能性に対する医療
現場での対応（厚労）

F/U

①遺伝子関連検査の品質・精度の確保
②④ゲノム医療の提供体制について
⑥患者・家族への情報提供
③（㉙）㉘ゲノム医療に従事する者の育成
⑧ゲノム医療に用いた新たな製品及び
技術の保険導入

ゲノム情報を用いた医療等の
実現化推進タスクフォース
H28年10月までに扱った議題

⑨⑩⑪
・改正個情法における「ゲノムデータ」等の
取扱いについて

・「ゲノム医療」等の実現・発展のための社
会環境整備（データの管理と二次利用等）

⑬ 「ゲノム医療」等の実現・発展のための
社会環境整備（国民のゲノムリテラシーの
醸成）

・「ゲノム医療」等の実現・発展のための社
会環境整備（ゲノム情報に基づく差別の防止）

・消費者向け遺伝子検査ビジネスについて

③（㉙）㉘多種多様な医療人材の
キャリアパスの調整・検討

ゲノム医療実現
アドバイザリーボード

議題（案）

・その他重要課題
ゲノム編集技術

ゲノム医療実現推進協議会

協議会の進め方に関する整理 （平成28年度報告より抜粋） 今後の協議会の
進め方（案）

ゲノム医療関連各会における項目整理 資料３
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H28年度
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総 論 ⑭対象疾患

各

論

1) 医療

①ｵﾐｯｸｽ検査の質確保

②医療提供

④ｵﾐｯｸｽ検査機関

⑥ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ、偶発所見

③(㉙)教育・啓発

㉘専門人材確保

⑧保険診療

2) 研究

A.
研究

⑮発症予測法の確立

⑤ｵﾐｯｸｽ情報の臨床解釈

⑯ｵﾐｯｸｽ情報の臨床解釈のためのｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ

㉔基礎研究の橋渡し拠点（大学、NC）

㉕関連取組との連携

㉒生体試料品質標準化

㉓３大ﾊﾞﾝｸの再構築

⑳国際ｹﾞﾉﾑ情報のﾃﾞｰﾀｼｪｱﾘﾝｸﾞ

B. 
情報
基盤

⑦ｹﾞﾉﾑ情報付随患者情報の利活用（ICT協議会）

⑰臨床情報収集・利用

⑱ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘｿｰｽ整備

⑲医療情報突合の仕組み

㉑(㉗)正確な情報付随生体試料の共用

3)社会

A.ﾙｰﾙ ⑨⑩(㉖)⑪個情法及び関連指針関係(個情法・指針)

B.広報
⑫研究対象者の研究参画

⑬国民に対する啓発等

A
B

人材のキャリアパス 多種多様な医療人材のキャリアパスの調整・検討

その他、重要課題 ゲノム編集技術 他

関係省庁の取組

①ｵﾐｯｸｽ検査の質確保
②医療提供体制
④ｵﾐｯｸｽ検査機関体制
③(㉙)㉘人材育成と情報提供のあり方
⑧保険診療
⑦、⑰、⑱、⑲、㉑(㉗) 情報基盤
⑨⑩(㉖)⑪個情法及び関連指針関係

AMEDの取組

③(㉙),㉘,人材育成等
②IRUDの体制整備
⑤,⑯ｵﾐｯｸｽ臨床解釈やDB等のｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ蓄積
⑥カウンセリング
⑦ｹﾞﾉﾑ情報付随患者情報の利活用
⑮発症予測法確立
㉒生体試料品質標準化
㉓㉔㉕３大ﾊﾞﾝｸ再構築や橋渡し拠点

第７回ゲノム医療推進協議会 資料２ 一部改変
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協議会の進め方に関する整理（工程表）
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